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1. はじめに 

河川の生態系は大きく，基礎生産を担う付着藻類，

水生昆虫に代表される底生動物，魚類に代表される高

次の消費者の 3段階に分類される．付着藻類は有機物

の生産者として，生息する生物の餌量となり生態系に

おいて重要な役割を担う．また，増殖した付着藻類は

出水に伴い，河床から剥離し，懸濁有機物質（CPOM，

FPOM）として下流へ運ばれることにより，下流におい

ても有機物源となる．水生昆虫に代表される河川底生

動物は生産者と高次の消費者をつなぐ生物群として食

物連鎖の中核をなし，生態系において重要な役割を持

っている．そのため，付着藻類もしくは水生昆虫に対

して河川環境が与える影響を評価する研究は多く行わ

れている．また，河床における基礎生産を担う付着藻

類の生物量はそこに生息する水生昆虫量に影響を与え

ていると考えられており，付着藻類量を推定する研究

が多くなされている．しかし，実際に付着藻類と水生

昆虫の生物量の直接の量的関係を議論した研究は少な

く，両者の一般的関係は明らかになっていない． 

本研究においては，名取川流域における付着藻類と

水生昆虫の現地調査による定量採取データ，また，名

取川流域を対象とした付着藻類量推定モデル1)，水生昆

虫のHSIモデル2)の計算結果を用いて付着藻類と水生昆

虫の量的関係，付着藻類量が水生昆虫の生息適正に及

ぼす影響を検討した． 

 

2. 方法 

名取川水系において 8地点の調査地点を設定した

（図-1）．付着藻類と水生昆虫の現地観測を 2016年 6

月~12月において，9月を除きおおよそ月に一回実施し

た．付着藻類の定量採取は 5か所の礫を選定し行っ

た．採取した礫の平面部分に 5cm×5cmの方形枠をあ

 

図-1 調査対象地域 

 

て，ブラシを用いて枠内の付着藻類を剥ぎ取り中性ホル

マリンにて固定した．付着藻類量はアセトン抽出法を用

いて算出した．本研究ではクロロフィル a量を採取した

付着藻類量の生物量とみなした．水生昆虫の定量サンプ

リングはコドラード付きサーバーネット(30cm×30cm，

メッシュサイズ 250μm)を用い行った．サンプルは現地に

おいて99.5％エタノールを用い固定して実験室に持ち帰

り，室温において保存した．サンプルを 150倍の実体顕

微鏡を用いて日本産水生昆虫検索図鑑と原色川虫図巻

に従い可能な限り細かい分類レベル(種・属・科・目)の同

定を行い，それらをまとめて分類群とした．その後，分

類群ごとの個体数，バイオマス(乾燥重量)を計測した． 

 付着藻類量推定モデルについては，S.Kazama et al

（2018）1)による2014年7月～2016年7月を対象期間とし

た解析結果を用いた．水生昆虫のHSIモデルについては

高瀬ら（2014）2)による解析結果を用いた．HSIモデルは

浜本ら3)による2006年に実施された水生昆虫41分類群の

サンプリング結果を対象として作成された． 

 

3．結果と考察 

3.1 付着藻類，水生昆虫の現地調査結果 
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 調査期間にわたって得られた全サンプルによる各調

査地点の付着藻類量，水生昆虫バイオマスの平均値の関

係を図-2に示す．回帰分析の結果，付着藻類量と水生昆

虫のバイオマスに有意な正の相関関係が示された

（R2=0.61，p<0.05）．この結果から，生産者である付着

藻類の生物量の増減が上位の栄養段階に位置する消費

者である水生昆虫の生物量に影響を与えることが示さ

れた． 

3.2 付着藻類量モデルとHSIモデルの計算結果 

 名取川流域に上流域から下流域にかけて計23地点の計

算地点を設定し，各地点におけるHSIモデル，付着藻類量

推定モデルの値を用いた．対象期間における単位面積あ

たりの付着藻類量の平均値と作成された41分類群のHSI

の総和の関係を図-3に示す．付着藻類量の値が8mg/m²程

度までは付着藻類量の増加に伴い，HSIの増加の傾向がみ

られ，付着藻類量の値が8mg/m²を超えて増加するとHSI

は減少する傾向がみられた．この結果から，水生昆虫に

は生息適正を最大化する付着藻類量があり，その量を超

える藻類量が存在する環境は水生昆虫の生息適正は低く

なると考えられる．富栄養化した河川における付着藻類

量の大量繁茂は水質汚濁につながることが知られている

4)．大量繁茂した付着藻類による夜間の呼吸によりDO（溶

存酸素）濃度が低下し，河川生物の生息に不適な環境と

なる．また，大量繁茂した付着藻類は剥離することによ

って有機物質として流下するが，河川の自浄作用を超え

る有機物量となれば，剥離した藻類そのものが水域にお

ける汚濁有機物質源となる．加えて，水生昆虫の生物量

が少ない環境は，水生昆虫が豊富に存在する環境と比較

して付着藻類に対する摂食圧が弱く，付着藻類は高い現

存量を維持しやすいと考えられる． 

 

4．結論 

付着藻類量と水生昆虫のバイオマスに有意な正の相関

が確認された（R²=0.61,p<0.05）．生産者である付着藻類

の生物量の増減が上位の栄養段階に位置する消費者であ

る水生昆虫の生物量に影響を与えることが示された． 

 付着藻類量のある一定値までの増加は水生昆虫のHSI

に正の影響を与え，一定値を超えた以降の付着藻類量の

増加はHSIに負の影響を与える傾向がみられた．付着藻類

量の増加に伴う水生昆虫のHSIの増加には限界があり，付

着藻類の過剰な増加は水生昆虫の生息適正に負の影響を

与えると考えられる． 

 

図-2 各地点の付着藻類量と水生昆虫乾燥重量の平均値の関係 

 

 

図-3 モデル計算による付着藻類量の期間平均値と 

41分類群のHSIの総和の関係 
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